
田
原
市
で
は
、健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
享
受
し
、環
境
負
荷
を

抑
え
、持
続
的
に
発
展
可
能
な
社
会
の

実
現
の
た
め
、田
原
市
公
害
防
止
条
例

を
全
部
改
正
し
、新

た
に
田
原
市
環
境
保

全
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。こ
の
条
例
は

平
成
28
年
７
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

田
原
市
環
境
保
全
条
例
の
主
な
内
容

❶
公
害
防
止

　

現
代
の
産
業
型
公
害（
工
場
な
ど
の

事
業
活
動
に
よ

り
生
ず
る
公
害
）

に
対
応
す
る
た

め
、公
害
関
係
法

令
と
の
整
合
を

図
り
ま
し
た
。

❷
生
活
環
境
の
保
全

　
日
常
生
活
の
中
で
発
生
す
る
公
害
に

つ
い
て
、規
制
お
よ
び
罰
則
の
規
定

を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

❖
違
反
者
を
指
導
ま
た
は
勧
告
の
対
象

と
す
る
と
と
も
に
、悪
臭
の
防
止
に

つ
い
て
は
違
反
者
を
公
表
し
ま
す
。

❖
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
、犬・猫
な
ど
の

ふ
ん
の
放
置

に
つ
い
て
は
、

重
点
区
域
を

指
定
し
、違
反

者
に
過
料
を

課
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。

❸
地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進

　

地
域
の
環
境
課
題
の
ほ
か
、地
球
温

暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
地
球

規
模
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、

地
球
温
暖
化

の
防
止
を
市

や
市
民
、事
業

者
な
ど
の
責

務
と
し
て
規

定
し
ま
し
た
。

▼
環
境
政
策
課
☎
23‐３
５
４
１

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

❷生活環境の保全（田原市環境保全条例）の体系　～地域住民の生活環境を守るために～

それぞれの役割

※この条例は、違反者に対し容易に過料などを課すことが目的ではなく、より効果的な啓発手段として規定するも
のです。「市民一人ひとりのモラル」の向上を目指します。

生
活
環
境
を
守
る
た
め
に

田
原
市
環
境
保
全
条
例
が
施
行

空
き
缶
な
ど
の

散
乱

悪
臭
の
発
生

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん

の
放
置
な
ど 指

導・勧
告

命
令・罰
則（
過
料
）

公
表

市
民
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
向
上草

木
の
不
適
切

な
管
理

◦空き缶などのごみは持ち帰る
◦ペットのふんを持ち帰る
◦悪臭が発生しないようにする
◦草木が外に出ないようにする

自分でできること（自助）

◦清掃活動などの実施
◦地域住民への啓発や教育
◦会議などでの情報収集

地域でできること（共助）

◦広報紙・HPなどによる情報発信
◦清掃活動への支援や啓発
◦注意看板などの設置・支給

行政で行うこと（公助）

規制の実効性を高

めるため、重点区域

を指定することがで

きる。
※重点区域は地域か
らの要望を受け、行
政が指定します。

重点区域の指定
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